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A wide-band low noise amplifier using capacitive feedback
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1 はじめに
近年の無線技術の発達に伴い、マルチバンド無線受信

機の実現が求められている。マルチバンド受信機の実現
には広帯域で高い性能を持つ LNA が不可欠である。

LNA で入力整合を取る方法は幾つか存在するが、消
費電力や線形性の優れるコモンゲートタイプが現在の
主流である。しかし、コモンゲートタイプは入力部分の
トランジスタの gmの大きさが制限されてしまうため大
きなゲインや低ノイズが実現しにくい。そこで本論文で
は、キャパシティブクロスカップルに加えて容量フィー
ドバックを用いることで gmに自由度を与え、低ノイズ
を実現可能な LNA を提案する。

2 解析
図 1に 3種類のコモンゲート LNA を示す。(a)は最も

基本的なもの、(b)は近年発表されたもの [1]、(c)は今回
提案するものである。(a)と (b)の入力インピーダンスは
それぞれ 1/gmと 1/2gmのように表される。これらは入
力整合を取るためにRSと一致させる必要があり、gmの
値を自由に変えることができない。また、これらの LNA
のノイズは gmに反比例するため、ノイズも一定以上の
改善が見込めない。
それに対して本論文で提案する (c)の LNA の入力イ

ンピーダンス Zin は以下の式で表される。
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2gm
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また、ノイズファクター F は以下の式で表される。
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式 (2)より、通常は gmによって制限されてしまう F を
改善可能にできたことが分かる。

3 シミュレーション結果
提案する LNA の全体の回路図を図 2に示す。図 1(c)

における CPは ESD保護のダイオードで実現した。ま
た、入力トランジスタのソース部分には外付けのチップ
インダクタが使用されている。図 3に NFのシミュレー
ション結果を示す。広帯域で低ノイズを実現しているこ
とが分かる。
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図 1 コモンゲート LNA
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図 2 提案する LNA の回路図
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図 3 NFのシミュレーション結果

4 まとめ
容量フィードバックを用いた LNA を提案した。容量

フィードバックによって従来よりも低ノイズを実現する
ことが可能である。
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